
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】白内障の外科手術に関し、特に水晶体吸引手術

で使用される操作器具及び灌流スリーブに関し、軸周り

から灌流スリーブの外に灌流液が流れ出ることを低減又

は防止する手術用操作器具を提供する。

【解決手段】外側流れの穴１１７及び末端開口１３０を

含む灌流スリーブ１０１を備え、末端開口１３０は器具

１００にあらかじめ成形でき、器具１００の軸１２周り

に確実に狭い嵌め合いとすることができる。この嵌め合

いにより軸１２まわりの器具１００の外への液流れを低

減又は防止する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 を 有 す る 外 科 手 術 用 操 作 器 具 と 、
　 末 端 開 口 を 有 す る 灌 流 ス リ ー ブ と を 備 え 、
　 前 記 末 端 開 口 が 、 前 記 軸 と 前 記 灌 流 ス リ ー ブ と の 間 の 灌 流 液 流 れ を 低 減 又 は 防 止 す る た
め に 、 軸 周 り に 狭 く 嵌 め 合 う よ う に サ イ ズ と 形 状 が 決 め ら れ て い る 、
　 外 科 手 術 用 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 白 内 障 の 外 科 手 術 に 関 し 、 特 に 水 晶 体 吸 引 手 術 で 使 用 さ れ る 操 作 器 具
及 び 灌 流 ス リ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 も 簡 単 に 言 う と 、 人 間 の 目 は 、 角 膜 と 呼 ば れ る 透 明 な 外 側 の 部 分 を 通 し て 光 を 伝 え 、
レ ン ズ に よ っ て 網 膜 上 に 画 像 の 焦 点 を 合 わ せ る こ と に よ り 、 視 力 を 与 え る よ う に 機 能 す る
。 焦 点 を 合 わ せ た 画 像 の 質 は 、 目 の サ イ ズ や 形 状 、 及 び 角 膜 と レ ン ズ の 透 明 度 を 含 む 多 く
の 要 素 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 加 齢 や 病 気 の た め に レ ン ズ の 透 明 度 が 低 く な る 場 合 に は 、 網 膜 に 伝 え ら れ る 光 が 減 少 す
る の で 、 視 力 が 低 下 す る 。 目 の レ ン ズ の 欠 陥 は 、 医 学 的 に は 白 内 障 と し て 知 ら れ て い る 。
こ の 症 状 に 対 し て 確 立 し た 治 療 法 は 、 外 科 手 術 に よ る レ ン ズ の 除 去 と 人 工 の 眼 球 内 レ ン ズ
（ Ｉ Ｏ Ｌ ） に よ る レ ン ズ 機 能 の 回 復 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 米 国 で は 、 白 内 障 の レ ン ズ の 大 多 数 は 、 水 晶 体 吸 引 と 呼 ば れ る 外 科 手 術 技 術 に よ り 除 去
さ れ る 。 水 晶 体 吸 引 手 術 に 適 し た 典 型 的 な 外 科 手 術 用 ハ ン ド ピ ー ス は 、 超 音 波 駆 動 の ハ ン
ド ピ ー ス 、 取 付 け ら れ た 切 断 用 先 端 部 、 灌 流 ス リ ー ブ 及 び 電 子 制 御 装 置 か ら 成 る 。 ハ ン ド
ピ ー ス 組 立 体 は 、 電 気 配 線 と フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ に よ り 制 御 装 置 に 接 続 さ れ る 。 制 御 装
置 は 、 電 気 配 線 を 通 し て 、 ハ ン ド ピ ー ス に よ り 切 断 用 先 端 部 に 伝 え ら れ る 電 圧 レ ベ ル を 変
化 さ せ 、 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ は 、 ハ ン ド ピ ー ス 組 立 体 を 通 し て 、 灌 流 液 を 目 に 供
給 し 、 吸 引 液 を 目 か ら 抜 き 出 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ハ ン ド ピ ー ス の 作 動 部 分 は 、 中 心 部 に 配 置 さ れ 、 １ 組 の 圧 電 結 晶 体 に 直 接 取 付 け ら れ た
中 空 の 共 鳴 棒 又 は ら っ ぱ 管 で あ る 。 結 晶 体 は 、 水 晶 体 吸 引 手 術 の 間 、 ら っ ぱ 管 と そ れ に 取
付 け ら れ た 切 断 用 先 端 部 の 両 方 を 駆 動 す る た め に 必 要 な 超 音 波 振 動 を 与 え 、 制 御 装 置 に よ
っ て 制 御 さ れ る 。 結 晶 体 と ら っ ぱ 管 の 組 立 体 は 、 フ レ キ シ ブ ル な 取 り 付 け に よ り 、 ハ ン ド
ピ ー ス の 中 空 本 体 即 ち 殻 の 中 に 支 持 さ れ て い る 。 ハ ン ド ピ ー ス 本 体 は 、 本 体 の 端 部 で 、 口
径 を 絞 っ た 部 分 即 ち 円 錐 部 で 終 端 と な っ て い る 。 円 錐 部 は 、 灌 流 ス リ ー ブ を 受 け 入 れ る た
め に 、 外 側 に ね じ が 切 ら れ て い る 。 同 様 に 、 ら っ ぱ 管 の 穴 は 、 切 断 用 先 端 部 の 外 側 の ね じ
を 受 け 入 れ る た め に 、 そ の 末 端 部 で 内 側 に ね じ が 切 ら れ て い る 。 灌 流 ス リ ー ブ は ま た 、 円
錐 部 の 外 側 の ね じ に ね じ 込 ま れ る 、 内 側 に ね じ 切 り し た 穴 を 有 す る 。 切 断 用 先 端 部 は 、 そ
の 先 端 部 が 灌 流 ス リ ー ブ の 開 口 端 を 通 っ て 、 所 定 の 寸 法 だ け 突 き 出 す よ う に 、 調 整 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 近 年 、 「 二 手 法 」 と 呼 ば れ る 、 改 良 さ れ た 水 晶 体 吸 引 技 術 が 、 多 く の 外 科 医 に よ っ て 採
用 さ れ て き た 。 二 手 法 技 術 に よ り 、 灌 流 ス リ ー ブ は 、 超 音 波 駆 動 先 端 部 の 周 囲 か ら 取 り 除
か れ て い る 。 こ の 構 成 は 、 小 さ な 先 端 部 が 、 従 来 よ り 小 さ な 切 り 口 を 通 っ て 目 の 中 に 挿 入
さ れ る こ と を 可 能 に す る 。 灌 流 液 は 、 灌 流 用 の 第 ２ の 先 端 部 に よ り 供 給 さ れ る 。 第 ２ の 先
端 部 は 、 操 作 器 具 を 備 え る 。 従 来 の 水 晶 体 吸 引 と 二 手 法 水 晶 体 吸 引 に 関 す る 更 な る 情 報 は
、 特 許 文 献 １ に 含 ま れ て い る 。 特 に 、 段 落 [0036]か ら [0037]及 び 図 ６ か ら ８ は 、 参 照 に よ
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り 本 明 細 書 の 記 載 に 代 え る 。 こ の 参 照 部 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 第 ２ の 器 具 は 、 外 側 の
シ リ コ ン 製 注 入 ス リ ー ブ を 使 用 し な い 。 操 作 器 具 の 軸 は 、 軸 と い う よ り は む し ろ 、 灌 流 孔
を 備 え た 中 空 体 か 、 又 は 灌 流 孔 を 備 え た 分 離 し た 中 空 灌 流 導 管 を 備 え た 中 実 体 で あ る 。 外
側 の シ リ コ ン 製 ス リ ー ブ が な い の で 、 傷 口 の シ ー ル は ほ と ん ど さ れ な い 。 こ の 構 造 は 、 過
剰 な 灌 流 液 を 、 傷 口 を 通 し て 目 の 外 に 漏 れ さ せ て し ま う 。 過 剰 な 傷 口 の 漏 れ は 、 前 眼 房 を
浅 く し 、 保 護 用 粘 弾 性 材 料 の 過 度 の 乱 れ を 引 き 起 こ し 、 保 護 用 粘 弾 性 材 料 が 早 く 除 去 さ れ
て し ま う 可 能 性 が あ る 。 過 剰 な 傷 口 の 漏 れ は ま た 、 傷 口 組 織 の 過 剰 な 水 和 作 用 を も 引 き 起
こ し 、 浮 腫 を 生 じ て し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 近 年 で は 、 従 来 の 一 手 法 の 水 晶 体 吸 引 は 、 水 晶 体 吸 引 器 具 の 先 端 と ス リ ー ブ の 直 径 を 小
さ く す る こ と に よ っ て 、 比 較 的 小 さ な 切 り 口 を 通 す こ と が で き る と 提 案 さ れ て い る 。 　 第
２ の 灌 流 及 び 吸 引 用 先 端 部 を 、 操 作 器 具 が 取 り 付 け ら れ て い る か 否 か に か か わ ら ず 、 追 加
の 灌 流 と 吸 引 を 与 え る た め に 使 用 す る こ と も で き る 。 そ の よ う な 構 成 は 、 傷 口 の 漏 れ を 最
小 に し 、 傷 口 の 過 剰 な 水 和 作 用 、 低 い 眼 球 内 圧 力 、 保 護 用 粘 弾 性 材 料 の 過 度 の 乱 れ 、 及 び
保 護 用 粘 弾 性 材 料 の 早 す ぎ る 除 去 、 を 防 ぐ 働 き を す る 。 水 晶 体 吸 引 器 具 の 先 端 部 と ス リ ー
ブ の 間 の 環 状 間 隙 は 、 灌 流 液 の 通 路 と し て 使 用 さ れ る 。 灌 流 孔 は 、 灌 流 液 を 吸 引 孔 か ら 外
へ 導 く た め に 、 ス リ ー ブ の 側 部 に 備 え ら れ る 。 ス リ ー ブ の 末 端 部 か ら 出 た こ の 液 流 れ は 、
吸 引 孔 か ら 材 料 を 押 し 流 す こ と に な る 。 更 に 、 ス リ ー ブ の 、 支 え の な い 末 端 部 は 、 傷 口 へ
挿 入 さ れ る 間 、 操 作 器 具 上 で 容 易 に 圧 縮 さ れ 、 後 方 へ 押 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 操 作 器 具 の 軸 を シ ー ル す る 灌 流 ス リ ー ブ の 必 要 性 は 、 依 然 と し て 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 軸 周 り か ら ス リ ー ブ の 外 に 灌 流 液 が 流 れ 出 る こ と を 低 減 又 は 防 止 す る た め に
、 操 作 器 具 の 軸 周 り に 嵌 め 合 わ さ れ 、 軸 を シ ー ル す る 、 灌 流 ス リ ー ブ を 有 す る 外 科 手 術 用
器 具 を 提 供 す る こ と に よ り 、 従 来 技 術 を 改 良 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 公 報 2003/0069594 A1
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 課 題 の １ つ は 、 操 作 器 具 の 軸 周 り に 嵌 め 合 わ さ れ 、 軸 を シ ー ル す る 、
灌 流 ス リ ー ブ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 課 題 は 、 軸 周 り か ら ス リ ー ブ の 外 に 灌 流 液 が 流 れ 出 る こ と を 低 減 又 は 防 止
す る 、 灌 流 ス リ ー ブ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の こ れ ら の 利 益 及 び 他 の 利 益 、 及 び 課 題 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 及 び 請 求 項 か ら 明
ら か と な ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 従 来 技 術 の 器 具 １ ０ は 、 普 通 、 外 科 手 術 用 操 作 器 具 １ ２ に 関 し て 同
軸 の 、 比 較 的 柔 ら か く 、 フ レ キ シ ブ ル な 灌 流 ス リ ー ブ １ ４ を 備 え る 。 操 作 器 具 １ ２ は 、 か
ぎ 状 器 具 、 又 は チ ョ ッ パ ー 、 ス パ チ ュ ラ 、 又 は 公 知 の 他 の 所 望 の 器 具 の よ う な 、 適 切 な 操
作 器 具 と す る こ と が で き る 。 灌 流 ス リ ー ブ １ ４ は 、 孔 １ ６ を 備 え 、 孔 １ ６ は 、 灌 流 液 が 操
作 器 具 １ ２ と ス リ ー ブ １ ４ の 間 の 間 隙 １ ８ を 流 れ 落 ち て ス リ ー ブ １ ４ の 側 部 の 外 に 出 る よ
う に し 、 一 方 、 操 作 器 具 １ ２ は 普 通 、 直 径 が 非 常 に 小 さ く 作 ら れ る の で 、 間 隙 １ ８ を 比 較
的 大 き く す る こ と が で き 、 間 隙 １ ８ は 灌 流 液 流 れ ２ ０ が ス リ ー ブ １ ４ の 末 端 部 ２ ２ の 外 へ
流 れ る よ う に す る 。 ス リ ー ブ １ ４ の 、 支 え の な い 末 端 部 ２ ２ は 圧 縮 す る こ と も で き 、 操 作
器 具 １ ２ が 狭 い 切 り 口 に 入 り 込 む 場 合 に 、 操 作 器 具 １ ２ に 対 し て つ ぶ れ る よ う に す る こ と
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が で き る 。 ス リ ー ブ １ ４ を そ の よ う に 圧 縮 す る こ と は 、 操 作 器 具 １ ２ を 傷 口 に 挿 入 す る 間
、 ス リ ー ブ １ ４ が 操 作 器 具 １ ２ の 上 を 後 方 に 引 か れ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 器 具 １ ０ ０ は 、 従 来 技 術 の ス リ ー ブ と 同 様 の 構 成 で 、 外 側
流 れ の 穴 １ １ ７ 及 び 末 端 開 口 １ ３ ０ を 含 む 、 灌 流 ス リ ー ブ １ ０ １ を 備 え る 。 末 端 開 口 １ ３
０ は 、 普 通 長 方 形 又 は 楕 円 形 で あ り 、 軸 １ ２ の 上 に 狭 い 嵌 め 合 い と な る よ う に 寸 法 及 び 形
状 が 決 め ら れ る 。 末 端 開 口 １ ３ ０ は 、 ス リ ー ブ １ ０ ０ に あ ら か じ め 成 形 す る こ と が で き 、
又 は 軸 １ ２ を 押 し て ス リ ー ブ １ ０ ０ を 突 き 抜 け る こ と に よ り 成 形 し 、 ス リ ー ブ １ ０ ０ が 軸
１ ２ 周 り に 確 実 に 狭 い 嵌 め 合 い と な る よ う に す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 狭 い 嵌 め 合 い
は 、 軸 １ ２ 周 り の ス リ ー ブ １ ０ ０ の 外 へ の 液 流 れ ２ ０ を 減 少 さ せ る か 、 又 は 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 記 載 は 、 説 明 の 目 的 で な さ れ た も の で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 又 は 精 神 か ら 離 れ る こ と
な く 上 述 の 発 明 に 変 更 及 び 修 正 を 行 な う こ と が で き る こ と は 、 本 発 明 に 関 連 す る 技 術 の 分
野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 に と っ て 明 ら か で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の 外 科 手 術 用 操 作 器 具 及 び ス リ ー ブ の 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 灌 流 ス リ ー ブ の １ 端 部 の 立 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ０ 　 　 従 来 技 術 の 器 具
　 １ ２ 　 　 操 作 器 具
　 １ ４ 　 　 ス リ ー ブ
　 １ ６ 　 　 孔
　 １ ８ 　 　 隙 間
　 ２ ０ 　 　 液 流 れ
　 ２ ２ 　 　 ス リ ー ブ １ ４ の 末 端 部
　 １ ０ ０ 　 　 本 発 明 の 器 具
　 １ ０ １ 　 　 ス リ ー ブ
　 １ １ ７ 　 　 外 側 流 れ の 穴
　 １ ３ ０ 　 　 末 端 開 口
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【 図 ２ 】
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